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徒然なるままに・・・・・

桜のつぼみがはちきれ、アチコチ開花し始めましたね。私の心の中は既に“春まっ盛り”です

が、皆様にも何か良いこと、良い予感はありましたでしょうか。私は嬉しいシンクロニシティー

を体験しました。憧れのリン・マクタガートさんとエリック・パールさんにお逢いできました。

アンビアン便り２・３月号に掲載したブルース・リプトン博士のスピーチ：新しい生物学が明か

す『心の力』 そして、生命科学界も大変革中だと解ってきましたね。

昨年６月～１２月のシリーズではリン・マクタガートさんの著書『フィールド』： 響き合う生命・

意識・宇宙 を紹介し、科学（医学を含む）とスピリチュアルの融合を一緒に感じてみましたね。

そして更に 「意図の力」を実証する 世界初のライブ実験に参加してきたご報告です。

ー世界の人々が心を合わせて「意図（＝祈り）」すれば 平和が実現する！ー

「Hado」「Love&Thanks」や、世界数十カ国語に翻訳された「水からの伝言」をはじめ「水か

ら。。。」シリーズで著名な江本勝さんが 「“水と平和”グローバルフォーラムびわ湖2010」のイ

ベント（3/20～3/22）を開催しました。ご招待頂き22日にアンビアン一同で参加しました。

22日は まるで“アンビアンの日”でした（＾。＾）。

というのは、アンビアンで提供している“愛と叡智”で進化の加速＆ヒーリング、『リコネクショ

ン』の師匠、エリック・パールさんと、かねてからお逢いしたかった『フィールド』『意思のサイエ

ンス』ーアンビアンの“これいいよ”でお薦め図書ーの著者、リン・マクタガートさんが出演されたのです。

リン・マクタガートさんは「意図の力」でびわ湖をきれいにする 世界初のライブ実験を指揮し

ました。世界90ヵ国から「意図」を送り、びわ湖の水をきれいにするライブ実験でした。世界中

の人がびわ湖の水に意識を向け、卓上に置かれたコップに入ったびわ湖の水や映像を（来場

出来ない人はパソコンで）見て、それをハートと溶け合わせ、愛と感謝の意を水に伝えました。

それをロシアの物理学者、コンスタンティン・コロトコフ博士が実験検証を行いました。博士は

GDV（気体放電視覚化）技術の開発者です。これは人間の生体場である いわゆるオーラや、

水、クリスタルなどの物質に含まれている微細なエネルギーを測定・可視化する技術です。



コロトコフ博士が開発した装置はキルリアンＧＤＶと呼ばれています（オーラ写真は有名だ）。

世界の代替医療の先端を切り開いている科学者の一人です。

実験前後の検証結果は

＊コップに入った水のGDVは、有意な変化が現れました。

＊またpHは数値が大きくなりました（アルカリ性に振れた）。

＊人の「意図」＝心・意識（情報）を、特に愛・感謝を送ると、水は健康な状態になるということ。

体の70％前後は水分（血液・体液を含む）です。エネルギー＝氣は心といわれていますね。

＊水は情報を記録・転写・保持する。私達に色々な情報を伝えたり、見せてくれたりしています。

ということで、ひとまず「意図の実験」は大成功。 心と体、“科学とスピリチュアルの融合”を実

証しました。このコップの水のサンプルは コロトコフ博士が更なる分析を行います。

バクテリアは減ったのか？ 分子構造は変化したのか？ どんな結晶？ 等々、楽しみです。

ちなみに、江本さんは1999年7月25日（13の月の時間を外した日）に「ありがとうびわ湖」セレ

モニーを行いました。すると例年なら300件はある悪臭に関する苦情が、その年は一件もなか

ったそうです。ならば世界中の意図の力を結集すれば、海や気体を含め水を媒介に地球上に

平和の実現が加速する気がしませんか！！

実はマクタガートさんは『フィールド』以降、『意思のサイエンス』の著書やインターネットで世

界に繋がって、数年前から色々な有意義な情報エネルギーや「意図」の実験を進めています。

その一貫で今回は初のライブ実験でした。それが日本、しかも関西で行われ、目前で参加で

き、エリックさんにも再会。正にシンクロニシティーでした。まるで“アンビアンの日”でしょ！

全体を通して、同時通訳なら皆さんもっと集中できたでしょうにと、残念でした。また言葉の持

つ（背後の、奥の）意味をも読む、通訳の難しさと大切さを肌で（細胞感覚で？）感じました。

特にエリックさんの実演や話の通訳中は、「何か違う！？」と感じていたのは私だけではなかっ

たようです。言葉（言霊）・意識・情報・エネルギーなど、目にみえないことを通訳・翻訳 する人

とされる人の心的エネルギーの関係は 技術以前に大切だと感じました。阿吽の呼吸、気心の

知れた人、気が合う、雰囲気とか表現しますが、その類。 どの世界も『氣』が鍵のようです。

翌日は雨の中、気のせいか、びわ湖周辺は爽やかな気が漂い、まったりと平和を感じたな～。
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